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▶今年 3月，福井大病院で開催された第1回
PNS研究会の取材に伺いました。350 人もの参
加者が全国から集まっていました。“現場で働い
ている私たちから生まれたイノベーション”という
橘幸子看護部長の言葉に感銘を受けるとともに，
各病院からの現場ソリューション志向の演題を聴
講しながら，この3年で全国に急速に広まった
PNSは時代の要請なのだと感じました。▶看護を
取り巻く環境や患者・家族，スタッフの価値観が
大きく変化する中で，制度疲労が潜在的に進行し
ていたのでしょうか。PNSが注目を集めているの
は，この制度疲労の1つの根本的解決策だから
なのでしょう。▶看護界のみならず出版業を取り巻
く環境も大きく変化し，雑誌の部数堅持（願わくば
増加）に苦闘する日 で々す。過渡期にある看護管
理領域の潜在的課題を掘り起こし，読者の皆さま
と解決策を共に考える雑誌でありたいと心を新た
にしています。� （小齋）

▶二人三脚の病棟看護方式と言われるPNS。二
人「四脚」の方が早く走れるように見えますが，
パートナーと一歩ずつ踏みしめながら進むことで
得るものはとても大きいということを，本号の編集
作業の中で伺うことができました。▶子ども向けの
レクリエーションに「二人二脚」というものがあり
ます。これは，2人が背中合わせに立って互いの
右足と左足を縛り，蟹歩きで横に進むという楽し
い遊びですが，実際に行うと進むのは至難の業
です。▶二人二脚の難しさは，2人の向いている
方向が逆であること，姿さえ見えないため意思疎
通が困難なことにあります。互いの違いを認識し，
尊重し合いながらも，「よりよいケアの提供」とい
う同じ方向を向いた二人三脚のPNSが，今後も
多くの病院にイノベーションをもたらすことが期待
されます。� （笹山）
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アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をよろしくお願いいたし
ます。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。あ
わせてフォローをお願いいたします。

facebook始めました！

特集
職場適応に困難を抱えるスタッフへの支援
“こぼれ落ちない”人材育成を目指して
近年，職場適応に困難を抱えるスタッフが増加している。この背景には，臨床現場の高度
急性期化などさまざまな要因がある。� �
看護師が不足する中，1人でも多くのスタッフが職場からこぼれ落ちないための人材育成計
画が求められている。同時に，看護管理者には周りのスタッフへの配慮や全体適正を保つ
ためのマネジメントも求められている。� �
本特集では，職場適応に困難を抱えるスタッフが増加している背景を読者と共有するととも
に，対象者や周囲のスタッフへの具体的支援策を提示する。
【巻頭言】いまの時代に求められる若年スタッフの
職場適応支援策とは◉任和子
看護現場における「対応が難しい学習者」の臨床像と
必要な支援策対象者　理解から始める支援◉川上ちひろ
【京大病院の取り組みから】職場適応に困難を抱えるスタッフへの
包括的支援策◉内藤知佐子ほか
がん専門病院における新人看護師教育支援体制の再構築
“こぼれ落ちない”人材育成を目指して◉栗原美穂
巻頭
うちの師長会・主任会⑩　山口赤十字病院
TOPICS
【インタビュー】 「自殺」対策における看護管理者の役割
自殺が起きたときのスタッフケアを中心に◉高橋祥友
シリーズ
看護におけるダイバーシティ・マネジメント⑥
諸外国における男性看護師の実情◉金井Pak 雅子
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